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ＩＣＴを活用した様々な不登校児童生徒の学習支援に係る 

プロポーザル提案内容評価要領 

 

１ 基本的な考え方 

  この賃貸借契約の受注者を決定するため，プロポーザルにより提案内容の評価を行い，

受注候補者の順位付けを行う。 

  提案内容の評価は，次のとおり企画提案書等と見積価格を総合的に判定し，判定に当

たっては内部検討組織にて３名以上による採点形式をとる。 

⑴ 企画力の評価 

  企画提案書，プレゼンテーション審査等に基づき内容を評価し，「企画点」を与える。 

  「企画点」は，２４５点満点とする。 

⑵ 見積価格の評価 

  見積価格について，企画提案書等の内容を踏まえ，「価格点」を与える。 

  「価格点」は，１０５点満点とする。 

⑶ 受注候補者の選定方法 

  「企画点」及び「価格点」を合計し，合計点数が最も高い者を受注候補者（第一交

渉権者）とする。ただし，受注候補者が本市の示す「プロポーザルの参加資格」のす

べてを満たしていない場合，若しくは合計点数が満点の過半数を満たない場合は採用

しない。 

⑷ 有効数字 

  「企画点」及び「価格点」の算出に当たっては，小数点以下１桁までを有効とし，

小数点以下２桁目で四捨五入する。 

⑸ 合計点数が最も高い者が２以上あるとき（同点）の対応 

 ア 提案者それぞれの「企画点」と「価格点」が異なる場合 

   「企画点」が高い者を受注候補者とする。 

 イ 提案者それぞれの「企画点」と「価格点」が同じ場合 

   くじ引きにより，受注候補者を決定する。  

 ⑹ 企画点の評価項目について 

    項目評価点が０となる項目が３項目以上存在する場合は，企画点及び価格点の合

計点の如何によらず提案の順位は最下位とする。また，これにより同順位が複数存

在する結果となった際は，合計点の低いものから下位の順序をとることとする。 

 

２ 企画点の評価【２４５点】 

⑴ 評価項目及び配点 

別紙「プロポーザル提案内容評価表」に基づき採点を行う。 

⑵  評価方法 

ア 項目評価点の考え方 
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評価対象の各項目を下記６段階で評価する。 

判定 評価 項目評価点 

Ａ 非常に優れている。 ５点 

Ｂ （ＡとＣの中間程度と評価されるもの） ４点 

Ｃ 優れている。 ３点 

Ｄ （ＣとＥの中間程度と評価されるもの） ２点 

Ｅ 
記述に具体性があり，本市の要求水準を満たすが，それ以

上の評価要素はない。 
１点 

Ｆ 記述がない，又は記述に具体性がない。要求水準未満。 ０点 

評価 評価の目安 

非常に 

優れてい

る 

ア 要求水準を超える，高い効果と認められる提案が具体的になされ

ていること。 

イ 業務の実施方法等の記述が具体的で，説得力が極めて高いこと。 

ウ 市が加点要素として想定している具体的な記述が際立って多くあ

ること。 

優れてい

る 

ア 要求水準を超える，一般的な効果と認められる提案が具体的にな

されていること。 

イ 業務の実施方法等の記述が具体的で説得力が高いこと。 

ウ 市が加点要素と想定している具体的な記述が多数あること。 

イ 項目加重点の考え方 

    評価項目の重要度に応じて，項目加重点を項目ごとに設定する。 

  ウ 企画点の計算 

    企画点の計算は以下の式により行う。 

 

 

 エ 採点方法 

   別紙「プロポーザル提案内容評価表」に基づき，各審査者が採点した点数につい

て，各項目の最高点と最低点を除いたものから平均点を算出し，各項目の平均点を

合計する。 

   なお，同じ最高点，最低点をつけた審査者が複数いたときは，それぞれ１人分の 

  点数を除く。 

オ 企画点の減点について 

提案書作成の条件を大きく逸脱している場合は，評価しないことがある。 

 

３ 価格点【１０５点】 

価格点については，企画提案書の内容を踏まえ，金額が妥当であるかを判断したうえ

で，次の式により採点する。また，項目評価点が０となる項目一つにつき価格点に０．

５を乗じる。 

① 項目評価点 ＝ 評価点×項目加重点 
② 企 画 点 ＝ 項目評価点の合計 

  価格点 ＝ 最低提案価格／提案価格 × 配点 


